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日本近代教育史研究における軍隊教育研究の意義
高 野 邦 夫*
A Great Signincance of Studying the]Education in Army




When l ttrrote my master's thesis on a historical study of“the Ky5gaku―S s hin Hy6gikai"
about 35 years ago,I found the basic relation bet、、アeen the educ and training of JapaneSe
IInperial army(ArmyヽVar C011ege etc)and the national education
This is a report of rny recent ten years study of the education in army and navy
′ζ9y ωοrtrsi education and training in army and navy,national education,schools of army
and navy
〈は じめ に〉
本稿の意図する所は,第2章で具体的にみる
ように,1990年10月の第34回教育史学会大会
(東京大学教養学部)で「日本近代教育史研究に
おける軍隊教育研究の位置と意義一軍隊教育令
と軍隊教育規則1)を例として (研究序説)一」を
発表して以来,10年間にわたつて,海軍兵学校,
海軍大学校,陸軍大学校,陸軍士官学校,陸軍
幼年学校,陸軍予備士官学校,海軍予備学生,海
軍の少年兵(予科練を中心として),陸軍におけ
る少年兵の問題について,研究発表を積み重ね
てきた経過と蓄積にたって表題のような問題提
起を行なおうとすることにある。
10年間の調査 。研究の中で考え続けてきた問
題,すなわち,何故,戦後における日本近代教
育史研究において,軍隊教育の研究がないがし
ろにされ,取組みがおくれかつ不十分だったの
か,その結果,今日に至るまでも後述のような
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幾つかの業績を除いて,研究成果の結実 。発表
が不十分なのか, という問題について考えてみ
ようとするものである。
そのために,第一として,ごく大ざっぱにで
はあるが,10年間の調査・研究の中で学んだ先
行研究の成果と問題点にふれる。第二に,それ
らと対比することを意図し乍ら,筆者の10年間
の研究の概要を簡単に紹介する。第三に,その
二つの作業の上にたって,先述の課題について
筆者なりの考察を力日えたいと思う。
本稿の中心テーマである,戦後の教育史研究
における軍隊教育研究の弱さ・不十分に対する
考察を本格的に展開しようとするならば,詳細
な研究史追跡の上にたって果されなければなら
ないのであるが,それは今後の課題として確認
しここでは,本稿の中心テーマを考察する上で
の必要最小限の範囲に限定することを予めお断
りしておく。筆者の10年間の調査・研究の到達
点を自分なりに確認し,新たな研究のスタート
を切るために試みる作業であつて,本稿を“研
究ノート"とした所以である。
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